


－2－

世界は常に変化している
ロータリーはこの世界と共に

変化して成長していかなければならない
ロータリーの物語は

幾度も書きかえられなければならない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 －ポール P・ハリス－

　ロン・D・バートンRI会長は、「時代の変化に従い、
私達が存続するためには、私達自身が変わる必要があ
る」と述べております。勿論、全てを変えろとまでは言っ
ていませんが…。
　冒頭のポール・ハリスの有名な提言は、変化は成長、
つまり、進歩だともとれる言い方であります。
　チャールズ・ダーウィンは、その「種の起源」の中で、
「最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が生き
延びるものでもない。唯一生き残ることができるのは、
変化できる者である」と説きます。
　幾多の先輩ロータリアンが、寄付団体になり下がっ
たような現在のロータリーの実態に思いを致し、将来
を憂いながら語る言葉は、決まって「不易と流行」と
いう俳諧用語であり、「ロータリーにおいては、変化の
必要性は認めながら、それでも変えていいものと変えて
ならないものがある」とします。
　確かに、ロータリーの場合は、この「変化」につい
ては軽 と々納得すべきものではないと私も思います。そ
こで、「不易流行」はさておき、世間という広い世界の
中でロータリーを考えた時、「変えてはならないものと

か」「変化しなければならないとか」いう次元の問題で
はないような気がします。
　結論を申せば、社会又は世間の規範意識あるいは
常識の移り変わりに応じて、自然にそして徐々に物事に
対する考え方に変化が生じてきているのであり、意識
的に「変える」とか、「変えてはならない」ということで
はないのであります。
　例えば、日本の刑法は明治40年に成立したが、数
年前に条文が文語体から口語体に直っただけで大部
分が100年前のままで今日まで基本的に変更になって
いません。そこで、刑法第175条わいせつ物領布陳列
罪「わいせつな文書…を販売陳列した者は、…２年以
下の懲役に処する」となっています。
　一方で戦後ではありますが、憲法第21条は言論出
版等の「表現の自由」を認めております。
　そこで、「表現の自由」との関連で「わいせつ物領
布陳列罪」に該当するか否かですが、昔は女性の乳
房を写した写真を発表するだけで「表現の自由」を越
えたものだとして、即わいせつ物領布罪で逮捕勾留さ
れたものですが、昨今ではどうでしょう？週刊誌を見て
下さい。これで逮捕したら笑われるでしょう。今ではヘ
アを写したものを出版しても芸術だとして逮捕勾留され
ることはないでしょう。
　しかし、よく考えますと、先程の「わいせつ」という
文言は、107年前から変っていないのです。つまり、「表
現の自由」がわいせつの概念を越えてきたのは、「わい
せつ」という言葉の中味内容が世の中の常識あるいは
社会通念の変化に応じて変化してきたからです。

　従って、わいせつの内容を意識的に変えたのではな
く、時代とともに国民の規範意識ないし社会通念ある
いは常識が次第に変化してきたからであります。
　又、身近な例で、憲法第９条戦争放棄の条項の中で、
政治的な観点は別として、２項の「陸海空軍その他の
戦力は、これを保持しない」となっており、当初は「自
衛隊」がこの戦力に該当するか否か大変な議論になっ
たものですが、今ではごく一部を除いて自衛隊は戦力
には該当しないと考えるのが一般的であって、その議
論すらしない世の中になっております。これとて「戦力」
が国民の常識ないし社会通念の変化とともに文言はそ
のままでありながら内容が変化していった例でしょう。
　法律の世界はともかく、道徳又は倫理はどうなので
しょうか？道徳も倫理の中味も二宮尊徳の時代のまま
ではないはずです。
　ところで、倫理とは「人として踏み行うべき道」であり、
道徳とは「社会生活で個人が守るべき規範」であり、
規範とは「判断・行為の規準・手本」であります。
　ここで、38年前にRI理事会が定めたロータリーの
定義を思い出してみましょう。
　ロータリーとは「世界中の事業及び専門職務従事者
からなる国際的組織で、人道的奉仕活動を行い、あら
ゆる職業における高い道徳的水準を奨励し、世界中で
親善及び平和を築くために助力している」とするものです。
　職業奉仕をロータリーの要として揚げたロータリーの
目的（手続要覧202頁）の第２項には「職業上の高
い倫理基準を保ち、役立つ仕事は全て価値のあるもの
と認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自
の職業を高潔なものにすること」とされています。
　私がロータリーの職業奉仕を語る時、あらゆる職業
に高い道徳的水準を求め、又、職業上の高い倫理基
準を保つべく努力することがロータリアンの勤めと申し
上げておりました。
　そこで、ここに言うところの道徳や倫理の中味は、昔
のままなのか、あるいは、変化しているのか？変化して
いたとしたら、我々が職業奉仕の中で保つべき高い倫

理基準とは何なのか？
　例えば、昔はほとんどの人が成人すれば吸っていた
タバコは、個人の趣味嗜好の問題でしたが、近年は受
動喫煙の害が理解され、犯罪ではありませんが人前で
吸うのはモラル違反、つまり道徳的に許されないとなっ
ています。つまり、人前での喫煙は、個人の趣味の範
囲を越えた行為で、不道徳であって止めるべきだと世
間は考えるようになり、これも道徳の内容が変化した典
型であります。
　昔は、同性愛は不道徳的であって、国によっては処
罰までされましたが、現在欧米ではそうではなくなって
おり、フランスではつい最近同性同士の結婚まで認め
るようになり、これも同性愛が道徳化した例と言えましょ
う。価値観ないしは価値基準の多様性ここに極まれり、
と言うべきであります。
　かくして、ロータリーの存在そのものが世間の中に多
数存在する奉仕団体の一つであり、世間を離れた超
越的な存在ではないのですから、不易流行とは別の次
元で社会常識・道徳・倫理の変化、社会通念の移り
変わりを受け入れながら、ロータリー活動をしなけれ
ばならないと思います。そうであるなら、我々ロータリ
アンが職業奉仕を掲げる時、この道徳ないしは倫理基
準の「変化」を念頭に入れ、価値観の多様性に思い
を致し、その倫理的基準を高める心を保ちながら、自
らの職業を通じて社会に貢献し、奉仕してゆくべきもの
と思います。
　そして最後に、世間の常識・倫理・道徳観は時代
とともに変化してゆくものであり、ロータリーにおいても
好むと好まざるに係らず、これの現実を受け入れなけ
ればならないとしたら、「奉仕」の概念、その意味内
容も時代とともに変化してきていると考えるべきなので
しょうか？いや、ロータリーにおける「奉仕」の意味内
容は、あの決議23－34で提示された「超我の奉仕」
を含めて不変だというべきでしょうか？皆でもう一度考
えてみてはいかがでしょうか？

4 日（日） ローターアクト合同会議 千葉市民会館
9 日（金） 第 16 回（23）委員会全体会議 市原市内 

第 47 回インターアクト指導者講習会
11 日（日） ロータリー青少年交換合同会議 11：00 ～ 千葉市民会館
14 日（水） 成田コスモ 20 周年行事 成田ビューホテル
18 日（日） ローターアクト年次大会 ホテルプラザ菜の花

※先回ガバナー月信（vol.10）にて千葉南RC創立 5周年式典とご案内致しましたが、50 周年式典の誤りでした。

　深くお詫び申し上げます。

行　事　予　定　（5月）

今月の「文庫通信」、「（公財）ロータリー米山奨学会ニュース」は紙面の都合により掲載して

おりませんので、ホームページ等でご確認ください。
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世界は常に変化している
ロータリーはこの世界と共に

変化して成長していかなければならない
ロータリーの物語は

幾度も書きかえられなければならない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 －ポール P・ハリス－
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つまり、進歩だともとれる言い方であります。
　チャールズ・ダーウィンは、その「種の起源」の中で、
「最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が生き
延びるものでもない。唯一生き残ることができるのは、
変化できる者である」と説きます。
　幾多の先輩ロータリアンが、寄付団体になり下がっ
たような現在のロータリーの実態に思いを致し、将来
を憂いながら語る言葉は、決まって「不易と流行」と
いう俳諧用語であり、「ロータリーにおいては、変化の
必要性は認めながら、それでも変えていいものと変えて
ならないものがある」とします。
　確かに、ロータリーの場合は、この「変化」につい
ては軽 と々納得すべきものではないと私も思います。そ
こで、「不易流行」はさておき、世間という広い世界の
中でロータリーを考えた時、「変えてはならないものと

か」「変化しなければならないとか」いう次元の問題で
はないような気がします。
　結論を申せば、社会又は世間の規範意識あるいは
常識の移り変わりに応じて、自然にそして徐々に物事に
対する考え方に変化が生じてきているのであり、意識
的に「変える」とか、「変えてはならない」ということで
はないのであります。
　例えば、日本の刑法は明治40年に成立したが、数
年前に条文が文語体から口語体に直っただけで大部
分が100年前のままで今日まで基本的に変更になって
いません。そこで、刑法第175条わいせつ物領布陳列
罪「わいせつな文書…を販売陳列した者は、…２年以
下の懲役に処する」となっています。
　一方で戦後ではありますが、憲法第21条は言論出
版等の「表現の自由」を認めております。
　そこで、「表現の自由」との関連で「わいせつ物領
布陳列罪」に該当するか否かですが、昔は女性の乳
房を写した写真を発表するだけで「表現の自由」を越
えたものだとして、即わいせつ物領布罪で逮捕勾留さ
れたものですが、昨今ではどうでしょう？週刊誌を見て
下さい。これで逮捕したら笑われるでしょう。今ではヘ
アを写したものを出版しても芸術だとして逮捕勾留され
ることはないでしょう。
　しかし、よく考えますと、先程の「わいせつ」という
文言は、107年前から変っていないのです。つまり、「表
現の自由」がわいせつの概念を越えてきたのは、「わい
せつ」という言葉の中味内容が世の中の常識あるいは
社会通念の変化に応じて変化してきたからです。

　従って、わいせつの内容を意識的に変えたのではな
く、時代とともに国民の規範意識ないし社会通念ある
いは常識が次第に変化してきたからであります。
　又、身近な例で、憲法第９条戦争放棄の条項の中で、
政治的な観点は別として、２項の「陸海空軍その他の
戦力は、これを保持しない」となっており、当初は「自
衛隊」がこの戦力に該当するか否か大変な議論になっ
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には該当しないと考えるのが一般的であって、その議
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が国民の常識ないし社会通念の変化とともに文言はそ
のままでありながら内容が変化していった例でしょう。
　法律の世界はともかく、道徳又は倫理はどうなので
しょうか？道徳も倫理の中味も二宮尊徳の時代のまま
ではないはずです。
　ところで、倫理とは「人として踏み行うべき道」であり、
道徳とは「社会生活で個人が守るべき規範」であり、
規範とは「判断・行為の規準・手本」であります。
　ここで、38年前にRI理事会が定めたロータリーの
定義を思い出してみましょう。
　ロータリーとは「世界中の事業及び専門職務従事者
からなる国際的組織で、人道的奉仕活動を行い、あら
ゆる職業における高い道徳的水準を奨励し、世界中で
親善及び平和を築くために助力している」とするものです。
　職業奉仕をロータリーの要として揚げたロータリーの
目的（手続要覧202頁）の第２項には「職業上の高
い倫理基準を保ち、役立つ仕事は全て価値のあるもの
と認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自
の職業を高潔なものにすること」とされています。
　私がロータリーの職業奉仕を語る時、あらゆる職業
に高い道徳的水準を求め、又、職業上の高い倫理基
準を保つべく努力することがロータリアンの勤めと申し
上げておりました。
　そこで、ここに言うところの道徳や倫理の中味は、昔
のままなのか、あるいは、変化しているのか？変化して
いたとしたら、我々が職業奉仕の中で保つべき高い倫

理基準とは何なのか？
　例えば、昔はほとんどの人が成人すれば吸っていた
タバコは、個人の趣味嗜好の問題でしたが、近年は受
動喫煙の害が理解され、犯罪ではありませんが人前で
吸うのはモラル違反、つまり道徳的に許されないとなっ
ています。つまり、人前での喫煙は、個人の趣味の範
囲を越えた行為で、不道徳であって止めるべきだと世
間は考えるようになり、これも道徳の内容が変化した典
型であります。
　昔は、同性愛は不道徳的であって、国によっては処
罰までされましたが、現在欧米ではそうではなくなって
おり、フランスではつい最近同性同士の結婚まで認め
るようになり、これも同性愛が道徳化した例と言えましょ
う。価値観ないしは価値基準の多様性ここに極まれり、
と言うべきであります。
　かくして、ロータリーの存在そのものが世間の中に多
数存在する奉仕団体の一つであり、世間を離れた超
越的な存在ではないのですから、不易流行とは別の次
元で社会常識・道徳・倫理の変化、社会通念の移り
変わりを受け入れながら、ロータリー活動をしなけれ
ばならないと思います。そうであるなら、我々ロータリ
アンが職業奉仕を掲げる時、この道徳ないしは倫理基
準の「変化」を念頭に入れ、価値観の多様性に思い
を致し、その倫理的基準を高める心を保ちながら、自
らの職業を通じて社会に貢献し、奉仕してゆくべきもの
と思います。
　そして最後に、世間の常識・倫理・道徳観は時代
とともに変化してゆくものであり、ロータリーにおいても
好むと好まざるに係らず、これの現実を受け入れなけ
ればならないとしたら、「奉仕」の概念、その意味内
容も時代とともに変化してきていると考えるべきなので
しょうか？いや、ロータリーにおける「奉仕」の意味内
容は、あの決議23－34で提示された「超我の奉仕」
を含めて不変だというべきでしょうか？皆でもう一度考
えてみてはいかがでしょうか？

寄　付　者　紹　介（敬称略）

藤 井 則 明

（松戸中央 RC）

2 回目

矢持くめ子

（船橋みなと RC）

5 回目

鈴 木 子 郎

（柏西 RC）

5 回目

金子眞理子

（船橋みなと RC）

4 回目

井 崎 博 之

（松戸中央 RC）

2 回目

尾 崎 裕 一

（松戸中央 RC）

1 回目

内 田 修 心

（銚子 RC）

1 回目

高 木 浩 一

（銚子 RC）

1 回目

原 　 正 明

（松戸中央 RC）

1 回目

張 ヶ 谷 勉

（松戸中央 RC）

1 回目

米山功労者　�������������������������������������������

ロータリー財団寄付米山記念奨学会寄付

メジャードナー

　��������

板 橋 良 夫

（船橋みなと RC）

小 林 宏 子

（茂原中央 RC）

1 回目

志 田 延 子

（茂原中央 RC）

1 回目

井 橋 雅 彦

（八日市場 RC）

歯科医

4 月 8 日入会

鈴 木 和 弘

（松戸北 RC）

地方銀行

4 月 8 日入会

大 塚 精 一

（松戸北 RC）

ホテル

4 月 1 日入会

金 　 成 基

（館山 RC）

遊技業

4 月 2 日入会

嶋 津 祐 樹

（館山 RC）

生命保険

4 月 2 日入会

代田賢太郎

（館山 RC）

化粧品

4 月 2 日入会

梅 原 佐 一

（八日市場 RC）

木材販売

4 月 8 日入会

若 松 明 弘

（船橋 RC）

百貨店

3 月 18 日入会

久保田吉夫

（館山 RC）

司法書士

3 月 19 日入会

堀 江 　 等

（柏 RC）

証券業

3 月 26 日入会

田 邉 秀 雄

（成田空港南）

造園業

3 月 27 日入会

佐 々 木 豊

（千葉南 RC）

インターネット
付随サービス業

3 月 28 日入会

櫻井はる枝

（柏南 RC）

フラワーデザイナー

2 月 1 日入会

高 山 一 佳

（市原中央 RC）

地方銀行

3 月 4 日入会

清 水 清 子

（千葉南 RC）

著述家業

3 月 7 日入会

岡 田 勝 利

（千葉南 RC）

建築工事

3 月 7 日入会

藤 田 初 男

（千葉南 RC）

土木工事業

3 月 7 日入会

新 ロ ー タ リ ア ン（敬称略）

渡 邉 　 隆

（柏東 RC）

4 回目

吉 田 恵 次

（柏東 RC）

3 回目

篠 原 一 郎

（八日市場 RC）

1 回目

年次寄付（マルチプル・ポール・ハリス・フェロー）� ������������������������

ロータリー財団寄付ロータリー財団寄付

高 木 直 樹

（松戸中央 RC）

八 巻 　 恭

（松戸中央 RC）

上 野 基 聖

（松戸中央 RC）

尾 崎 裕 一

（松戸中央 RC）

恩 田 久 栄

（松戸中央 RC）

渡辺千代子

（松戸中央 RC）

佐々木恒司

（松戸中央 RC）

山 本 英 明

（松戸中央 RC）

鈴 木 桂 三

（柏西 RC）

2 回目

板 橋 良 夫

（船橋みなと RC）

11 回目

年次寄付（新PHF）　���������������������������������������

恒久寄付（ベネファクター）� ���������������　メジャードナー　������������

藤 井 則 明

（松戸中央 RC）

1 回目



分
区 クラブ名 出席率

％
例
会
数

会員数
7/1 女 当月 女 増減

第
１
分
区

市 川 100.00 4 39 1 42 1 3

市 川 東 100.00 3 38 0 41 0 3

市 川 南 77.00 4 15 1 16 2 1

浦 安 81.40 3 41 0 39 0 △ 2

市川シビック 71.88 5 34 0 35 0 1

浦 安 ベ イ 60.94 4 17 0 16 0 △ 1

第
２
分
区

船 橋 86.32 3 25 0 26 0 1

船 橋 西 91.13 3 41 5 44 5 3

鎌 ヶ 谷 81.25 4 26 2 26 2 0

船 橋 東 72.00 4 27 2 29 2 2

船 橋 南 84.27 4 21 2 21 2 0

船橋みなと 75.20 4 22 7 22 7 0

第
３
分
区
Ａ

千 葉 87.77 5 65 1 64 1 △ 1

新 千 葉 73.70 3 43 0 44 0 1

千 葉 西 71.37 3 58 4 64 5 6

千 葉 中 央 72.42 4 37 0 35 0 △ 2

千 葉 幕 張 86.81 4 37 3 37 3 0

千 葉 東 66.86 5 31 4 32 4 1

千 葉 若 潮 69.43 4 30 2 30 2 0

第
３
分
区
Ｂ

千 葉 南 76.78 3 42 5 50 7 8

市 原 74.44 4 46 3 45 3 △ 1

千 葉 港 71.42 4 27 0 28 1 1

市 原 中 央 83.36 4 51 2 51 2 0

千 葉 北 66.67 4 25 3 24 3 △ 1

千 葉 緑 59.57 4 26 3 26 3 0

第
４
分
区

木 更 津 85.43 4 37 4 35 2 △ 2

上 総 67.03 4 20 0 19 0 △ 1

富 津 93.33 4 15 0 15 0 0

富 津 中 央 89.50 4 21 0 21 0 0

木 更 津 東 89.39 4 42 0 41 0 △ 1

君 津 91.70 5 41 2 39 2 △ 2

袖 ヶ 浦 92.76 5 23 3 23 3 0

富津シティ 83.90 4 15 0 14 0 △ 1

第
５
分
区

館 山 94.61 4 55 3 57 3 2

鴨 川 92.60 4 33 6 35 7 2

勝 浦 87.39 3 38 5 37 5 △ 1

千 倉 77.27 2 9 1 11 1 2

鋸 南 85.70 3 13 1 14 1 1

館 山 ベ イ 78.30 4 16 0 16 0 0
第
６
分
区

茂 原 81.02 4 55 2 56 2 1

東 金 65.90 4 22 1 22 1 0

大 原 72.78 4 14 2 19 2 5

分
区 クラブ名 出席率

％
例
会
数

会員数
7/1 女 当月 女 増減

第
６
分
区

大 多 喜 80.00 4 8 1 10 1 2

成田空港南 76.38 3 36 0 37 0 1

茂 原 東 90.47 3 22 2 22 2 0

茂 原 中 央 85.71 4 17 2 14 2 △ 3

大 網 80.00 4 30 1 30 1 0

東金ビュー 69.20 4 25 2 26 3 1

第
７
分
区

銚 子 83.64 4 44 4 43 4 △ 1

旭 89.50 4 40 0 43 2 3

八 日 市 場 79.48 3 41 2 39 2 △ 2

銚 子 東 70.16 4 40 2 41 2 1

第
８
分
区

佐 原 73.50 4 46 0 46 0 0

多 古 64.24 3 13 0 14 0 1

小 見 川 85.71 3 20 0 21 0 1

佐 原 香 取 82.34 5 27 0 27 0 0

第
９
分
区

成 田 100.00 3 61 1 62 1 1

八 街 81.55 4 33 1 31 1 △ 2

印 西 76.08 4 26 0 25 0 △ 1

白 井 78.00 5 16 0 17 0 1

富 里 66.07 4 24 0 27 0 3
成田コスモポリタン 71.26 4 64 0 70 0 6

第
10
分
区

柏 77.00 4 52 9 52 9 0

我 孫 子 79.50 4 24 0 26 1 2

柏 西 83.23 3 58 3 57 3 △ 1

柏 東 83.65 4 23 1 28 3 5

柏 南 87.00 4 29 4 32 5 3

第
11
分
区

習 志 野 79.69 4 30 1 30 1 0

八 千 代 83.66 3 45 0 46 0 1

佐 倉 51.39 4 18 2 18 2 0

八千代中央 87.10 4 26 0 28 0 2

四 街 道 83.13 4 24 3 24 3 0

習志野中央 72.55 3 47 6 50 6 3

佐 倉 中 央 67.65 4 17 2 17 1 0

第
12
分
区

松 戸 83.54 4 55 0 55 0 0

松 戸 東 93.54 3 51 0 51 0 0

松 戸 北 80.49 4 35 0 36 0 1

松 戸 中 央 86.78 4 34 2 33 2 △ 1

松 戸 西 80.43 4 24 0 23 0 △ 1

第
13
分
区

野 田 80.91 4 50 5 55 5 5

流 山 89.47 4 20 4 20 4 0

野 田 東 80.21 3 31 0 32 0 1

流 山 中 央 81.30 4 22 2 22 2 0

野田セントラル 73.91 4 22 0 23 0 1

R.I.第2790地区（千葉）2014年3月出席・会員数報告

クラブ数　84R.C. 2013 年 7 月 1 日 地 区 会 員 数 2,703 人 当月平均出席率 80.86％
2014 年 3 月末日 地 区 会 員 数 2,764 人 増減 ＋61
2013 年 7 月 1 日 地区女性会員数 142 人 女性会員増減 ＋10
2014 年 3 月末日 地区女性会員数 152 人

5月のロータリー 
レート

102円

太 田 俊 輔（館山RC）

逝去日：2014年3月14日（享年60歳）

入会日：2007年5月9日

片 山 正 樹（習志野中央RC）

逝去日：2014年3月21日（享年67歳）

入会日：1986年10月18日

ロータリー歴

1991－1992　クラブ会長

物故会員（敬称略）
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